文部科学省　令和元年度
「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」結果
1． 暴力行為
	国公私立小中高
	H30
	R01
	増加率

	大阪府
	6,755件
	6,246件
	▲7.5%

	全国
	72,940件
	78,787件
	8.0%


○全国の学校の暴力行為件数は増加しているが、大阪府では減少傾向。
○特に中学校での暴力行為発生件数の減少が顕著。

2． いじめ
	国公私立小中高支援
	H30
	R01
	増加率

	大阪府
	35,951件
	43,911件
	22.1%

	全国
	543,933件
	612,496件
	12.6%


○いじめ認知件数は、すべての校種で大きく増加している。各校で、法の定義に基づき、積極的に認知を行い、いじめの見逃しを防いでいる。

3． 不登校
	国公私立小中学校
	H30
	R01
	増加率

	大阪府
	11,414人
	12,480人
	9.3%

	全国
	164,528人
	181,272人
	10.2%






○小中学校における不登校児童生徒数はここ数年大幅に増加しており、喫緊の課題。
	国公私立高等学校
	H30
	R01
	増加率

	大阪府
	6,106人
	5,924人
	▲3.0%

	全国
	52,723人
	50,100人
	▲5.0%






○高等学校における不登校生徒数は、全国同様、減少を示している。
○千人あたりの不登校生徒数は、全国と比較すると、引き続き厳しい状況であり、喫緊の課題。

４．中途退学
	国公私立高等学校
	H30
	R01
	増加率

	大阪府
	3,897人
	3,329人
	▲14.6%

	全国
	48,594人
	42,882人
	▲11.8%
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